
 

いつも長時間の勤
務で家に帰るのは
深夜になる時も。
もっと自分の
時間がほしい。
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●真実がわかる 明日が見える―「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。
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日本共産党の見解を紹介します。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

ずっと派遣とし
て働いているけれ
ど、本当は正社員
になりたいな。

バイトをかけもちし
ないと生活できない。
将来に希望がもてない。

「パワハラに困っている」「いきなり解

雇通告された」―労働相談、生活相談など
何でもご相談ください。

しんぶん赤旗無料相談所

電 話 052－262－2804
メール ken-soudan@jcp-aichi.jp

リーマンショックの後に「派遣切り」が大

問題になり、民主党は「製造業派遣の禁

止」などを公約して支持を集め、政権に就

きました。しかし、派遣法改正の政府案は、

抜け穴だらけ。さらに、財界と自民、公明

の反対に屈し、「製造・登録型派遣の原則

禁止」も政府案から削除し、完全に骨抜き

になりました。これは、財界中心の政治を

変えられなかった結果です。

日本共産党は、この財界中心の政治を

変えてこそ、働くルールが確立できると提

案しています。

「これからは期限の定

めのない雇用契約を正

規とするのではなく、有

期を基本とした雇用契

約とすべき」（国家戦略会議

フロンティア分科会の報告書）

「解雇規制の緩和を含
む労働市場の流動化」

（維新八策・最終案）



 

●非正規雇用を正社員化するために、

労働者派遣法を抜本改正。均等待

遇のルールをつくる。

●長時間・過密労働、「サービス残業」
をなくす。

●中小企業への支援も行いながら、
最低賃金を時給１０００円以上に。

●解雇規制のルールをつくり、「首切
り自由の社会」をあらためる。

日本は先進国で唯一、経済成長が止まった国に。

正規から非正規への置き換えなどで、給与が下げら

れた一方で、大企業の内部留保として２６０兆円もた

め込まれているからです。働くルールをつくることは、

この内部留保を社会に還流させ、内需主導の健全な

経済成長の道につながります。

Ｅ Ｕ 日 本

労働

時間

週48時間を超える

労働を禁止

労使協定があれば無

制限。８時間労働制の

ＩＬＯ条約を批准せず

派遣

労働

臨時の一時的業務

に限定。正社員と均

等待遇

製造業を含め

「原則自由化」

パート

タイム

フルタイム労働者の

基本賃金を下回って

はならない。社会保

障、休暇などでもフ

ルタイムと同等待遇

を義務づけ

法で均等待遇を義務

づけたが、基準はなく、

努力規定。パート労働

者の時間あたり賃金は

フルタイムの半分程度


